


















Folk Disaster Reduction, and Community Development using Traditional Ecological 
Knowledge (T.E.K.) in Nomadic Society in Western Mongolia
SOMA, Takuya
Abstract
A unique traditional ecological knowledge (T.E.K.), against natural disasters, has been created among 
nomadic animal herders across the Altai Mountains in western Mongolia. This study redefines utilities of T.E.K. 
among the Oirat nomads (Dörbets, Torguuds, Uriankhais, and Kazakhs) as an intangible literal resource — 
so-called “Folklore Disaster Prevention” — for the development of disaster prevention and reduction, and 
environmental adaptation. Then, this study integrates both academic studies and practice to revitalize T.E.K. for 
sustainable community development. Own fieldwork had been carried out_for more than 200 days between May 
2013 and February 2018. Data collection and analysis, based on (T1) social survey, (T1) livestock management, 
(T1) human ecology, clarifies a situation of living standard, social issues, disaster prevention and reduction, 
environmental adaptation, and survival strategy of contemporary nomadic animal herding society. 
Keywords:  Altai Mountains, disaster management, Dzud disaster, T.E.K., survival strategy, environmental 







統知」（traditional ecological knowledge: T.E.K.）が






























P1   遊牧民が蓄積した生存戦略と減災術の T.E.K.
の体系的な収集／記録 （documentation）
P2   人文地理学・生態学分野の定量化手法による
T.E.K.の秘めた実用性・潜在力の検証 （digiti-
zation）















　第Ⅰ期：2013年 5月 29日～9月 13日
　第Ⅱ期：2016年 7月 28日～8月 29日
　第Ⅲ期：2017年 1月 25日～2月 20日


























































ている。これらは 1. 家畜、2. 野生動物、3. 植物（草・



















カテゴリー コード 生態伝承（エコ・ナラティヴ） 記録地点
インフォー
マント
1.家畜 Lv01 秋に家畜が歩いて土埃がおきていたらゾドになる SS1 Tk-02
Lv02 家畜が小屋に入る時間が遅いとき、また小屋になかなか入りたがらないときはゾドになる（寒波に備えて食草を続けようとするため） SS1 Tk-04




2.野生動物 Wa01 タルバガンがいつもよりはやく冬眠に入れば、雪がたくさん降り、寒くなる SS1 Tk-06
Wa02 犬の毛が下から落ち始めたら低地では穏やかな冬になる。山の方には雪がたくさん降る SS1 Tk-08Tk-18
Wa03 バッタが増えると乾害 ганをもたらす SS1 Tk-08
Wa04 ネズミが餌をたくさん集めるとその冬は大変になる SS1 Tk-13
Wa05 タルバガンの生んだ子の数が少ないと、その冬は厳しくなる SS1 Tk-14
Wa06 カラスがたくさん集まっていれば雪がたくさん降る。 SS2 Ts-01
Wa07 春に鶴が大声で鳴いていれば 4時間後に吹雪く。 SS2 Ts-01
Wa08 秋に 8つ足のダニがたくさんわくとその冬は暖かくなる SS2 Ts-12
Wa09 遠くから鹿などの野生動物が来たら、その冬は暖かくなる SS2 Ts-15
Wa10 ネズミがはやく食べ物を集め始めたらゾドの気配がある SS2 Ts-17
Wa11 タルバガン（Marmota sibirica）が巣の入口に雪よけの石を積むと豪雪になる SS5






Fn02 木が樹上から紅葉を始めたら大雪になる SS1 Tk-18
Fn03 白い花がたくさん咲いている場所には雪がたくさん降る SS1 Tk-06Tk-19
Fn04 松の実がたくさんできた年には大雪になる SS1 Tk-13Tk-24
Fn05 ツァガーン・トゥルーという植物がたくさん咲いた場所は大雪となる SS1 Tk-13Tk-24
Fn06 山の木々があちこちから紅葉すると、その冬は場所によって大変なところやよい所が生じる。2015/16の冬はそうだった SS1 Tk-22
Fn07 四つ葉の白い花がたくさん咲いた年には雪がたくさん降る SS2 Ts-02
Fn08 ニガヨモギ“アグ（агь）”（Artemisia absinthium L.）が草原に繁茂し、背が高く成長するとその年は豪雪になる SS5
Fn09 紅葉が木の根元からはじまる年はゾドになる SS5
Fn10 草原の枯草が風に飛びやすいとゾドとなる（根が短くなっているため） SS5
4.天候・気象 Wh01 初雪が降ってから 7～10日間ぐらい霧が濃い場合はゾドになるという。ツァガン・ハイルハンはオブス湖とヒャルガス湖の間に位置しているから霜が降りて、降った雪が凍らないでもっと積もる SS1 Tk-01





Wh04 秋 10月の終わりごろに林や湖で雪がたくさん降り、積もった雪が吹雪きで散らないとその冬はゾドになる（吹雪いたら雪をどけてくれて雪の寒さもどけてくれる。それで暖かくなる） SS1 Tk-11
Wh05 秋は風が強かったら冬も風が強くなる SS1 Tk-11
Wh06 初雪が降るのが遅くなったら乾害になる SS1 Tk-18





Wh09 10月～11月の間に大雪が降ったらゾドになる SS2 Ts-06
Wh10 テス村は土壌の下に湿気がある。凍土があるので家畜が流産しやすい SS2 Ts-06
Wh11 テスでは雪が積もるのが遅く、12月 20日ごろになる。そのときの様子を見る SS2 Ts-11
Wh12 夏のあいだ雨がたくさん降ると冬には雪がたくさん降る SS2 Ts-12
Wh13 下降気流が冬におこるとゾドになる SS5
5.月・星 Ms01 双眼鏡で月を見みて、月の形がぎざぎざに見えたら吹雪く。後ろ向きの月（繊月 ?）が見えたら寒くなる。その後の 1ヶ月間の天気は良くない SS1 Tk-10
Ms02 旧暦の 2日の月が太かったらよい。細かったらよくない兆候となる SS1 Tk-10
Ms03 太陽と月と星の位置をよく観察する。昴は毎月 1度、月に近づいてくる。そのときの様子で天候を予見する SS1 Tk-13
Ms04 旧暦の夏の 1ヶ月目に集合星（スバル？）が見えず、2ヶ月目に月のすぐ近くに見えるとき、その色が濃かったら寒くなる。色が薄かったら暖かくなる SS2 Ts-02
Ms05 季節外れのとても細い三日月がでるとゾドになる SS5
6.諺・昔話 Oh01 12年間に一回ゾドがある。とくに申年が危ない SS1 Tk-09
Oh02 草が生えず、嵐が続くと川の水が少なくなる。家畜の色が悪くなる SS1 Tk-15
Oh03 草が生えずに風が強いと、家畜のお腹が小さくなる（脂肪分がなくなる） SS1 Tk-16
























































































SS1　テス 5.8 61.2 11.9 9 2























































































































































































ユムドゥージン 1 流産した家畜の胎盤が出ないとき 煎じて飲ませる 20
シャルハニー・シャル 1
怪我 injure, 創傷 wound, 増殖 multiplica-
tion, 潰瘍 ulceration, 裂傷 laceration
煎じて飲む、傷口につける 17
ホランギーン・オンダー 1 胃腸、肝臓 煎じて飲む 10
ソゥド 1 下痢 煎じて飲む 8
チヘル・ウブス 1 風邪 煎じて飲む 6
タワン・サラー 1 胃腸 煎じて飲む 6
アルタン・ガグヌール 1 腫れ物、潰瘍、うみが出ないとき 沸かして飲む、傷口につける 4
デグデ 1 風邪 煎じて飲む 3
ガンガ 1 目と口の病気を予防。消毒薬として使う。 燻らせる 3
ゴヨー 1 肝臓 焼いてミルクに入れて食べる 3






アジグツェレン 1 骨折、怪我 ミルクに入れて沸かして飲む 2
アルタン・ホンダガ 1 心臓 2
ギシューン 1 内臓 根っこを沸かして飲む 2
ウラーン・ウヴス 1 風邪、発熱 煎じて飲む 2
香（杜松） 1 流産した家畜の胎盤が出ない症状 1
チャチルガン 1 風邪 食べる、沸かして飲む 1
ガラブチグ 1 腫れ物など 煎じて飲む 1
ハル・ムーグ 1 内臓熱 煎じて飲ませる 1
ノホイン・ホシュー 1 腎臓、腰の痛み 乳茶に入れて飲む 1
サマル　松の実 1 1
ツァルワン 1 のどの痛み 水に入れてうがいする 1
イラクサの一種 1 家畜の肥育 乳茶に入れて飲む 1
エゲル・マラル 1 下痢、腹痛 煎じて飲む 1


















ブールト 1 家畜の口を洗う 1
ハド 1 食料 1
フフ・ツェツェグ 1 のどの痛みによい、家畜が太くなる 鼻でにおいを感じながら吸う 1









テヒン・シェーグ 1 腎臓、腰の痛み 煎じて飲む 1
ゼデゲネ 1 食料 1














the large-ruminant unit」（大動物換算比：牛・馬 1
頭に対してヒツジ 5～7頭分／ヤギ 7～14頭分／ラ
クダ 1.5～2頭分）が用いられる。この比率から「羊





















































T.L.P. 201頭≧／ Mh世帯：T.L.P. 101～200頭／
Sh世帯：T.L.P. 100頭≦）で集計したところ、Lh




































± 72.1g、世帯平均 9.49± 1.44ℓと算出された。
SS5では 5頭の搾乳個体から、もっとも産乳量が豊
富な 7月のウシ 1頭当たりの日産平均産乳量は






















　SS5の 3世帯（SN01～ SN03）の集住宿営地で 4
日間の簡易測定を行ったところ、搾乳個体は 3世帯


















Charge2）を任意の牧畜専業世帯の 1. 男性、2. 女性、












男性* 46.3 173.3 74.5 32447.1± 4373.6 23.9± 3.3 435.1± 52.5 34.8± 7.4 1.5± 0.5 4239.2± 209.8






































1.1 食事 70 4.9%
37.5%
1.2 食事の準備 320 22.2%
1.3 家事全般（掃除・洗濯・皿洗いなど） 110 7.6%
1.4 薪・畜糞集め 40 2.8%
2.家畜管理活動 2.1 ヒツジ・ヤギ・ウシの世話全般 40 2.8% 2.8%
3.食糧生産
3.1 乳搾り 130 9.0%
16.0%
3.2 乳製品作り 100 6.9%
4.対人対応
4.1 接客対応 20 1.4%
2.8%
4.2 隣人訪問 20 1.4%
5.休息
5.1 休息（昼寝・TV鑑賞など） 150 10.4%
41.0%









































































































































































































































































































































































































A.乳製品（9品目） 28,857 23,592 3,608 1,845
B.食肉（5品目） 4,674 6,541 7,623 2,993
C.野菜（7品目） 647 3,332 3,270 3,848
D.穀物・調味料等（7品目） 20,246 23,262 19,645 20,588
平均 (g) 54,424 56,727 34,147 29,273
F（3, 9）＝3.86＜5.60／ P＝0.01＜0.05 S.


























































［1］ 代表者（相馬拓也）：㈶髙梨学術奨励基金 平成 27年度
研究助成,「北アジアの遊牧文明をささえた伝統知
（TEK）の再構築と継承性の民族考古学」
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